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J54a Fermi衛星によるガンマ線バーストの観測
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ガンマ線バースト (GRB)については、ガンマ線放射メカニズムや放射領域の周辺環境など、未だ多くの謎が
明らかになっていない。このような問題を解決するためには、従来よく行われてきた keV-MeV領域の観測に加
えて、さらに高いエネルギー領域 (>100MeV)のガンマ線放射を観測することが非常に有効である。これまでに、
CGRO衛星 EGRET検出器やAGILE衛星により、いくつかのGRBから 100MeV以上の光子の検出が報告され
たが、いずれも決定的に感度が不足していたため、その詳しい特徴を議論するまでには至っていない。
2008年 6月に打ち上げられたガンマ線観測衛星 Fermiは主検出器である LAT検出器により 20 MeV から 300

GeV までの領域をかつてない感度で観測することができる。さらにガンマ線バースト検出器 (GBM)により、8
keV から 40 MeV までの観測が可能で、実に７桁もの広帯域で GRB観測を実現する。これにより、GRBから
の高エネルギー放射の性質を詳細に調べ、その放射メカニズムなど、様々な謎に迫ることができると考えられて
いる。Fermi衛星は打ち上げから約半年間で、およそ 200個の GRBを GBMで検出しており、そのうちの８個
のGRBから 100MeV以上の光子を LAT検出器で検出した。その中でも特筆すべきは 2009年 5月 10日に検出し
た非常に明るい GRB 090510 で、150個以上の光子が 100 MeV 以上で検出された。地上観測により赤方偏移も
z=0.903 と決定されたことにより、GRB 080916C のようにジェットのバルクなローレンツ因子などについて議論
することが可能である。本講演では、Fermi衛星によるGRB観測について紹介するとともに、GRB 090510 で観
測された特徴やそこから議論できるGRBのサイエンスについて報告する。


